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0。 はじめに
「人がなにかに精通していること」という事態にフランス語で言及するとき,
発話者はしばしば動詞 ∞nndtreを含む次のような発話を構成する.
(01)Ⅱ(ne)∞mdtOa→la muSique∞n"mporameたe domalne.
また,ときには次のような発話を構成することもある.
(oa n(ne)s,y∞nndt Oa→en musれe∞ntemporttne/en ce domame.
すなわち,「～に精通している」ということを <Nl∞mdtre N2>ではな
く <Nlピy∞nn』К en N2>で表わすこともあるわけだが,発話者がやや複
雑な構造をもつこの表現の方を選択するのはどのような場合だろうが
D.本稿
ではそれを明らかにしたい。
以下では,まず,考察の範囲を統語的な観点から明確にする (1)。そlて,
<Nl s'y∞mJtt en Nルについて,「精通」の対象がどのようなものであ
る場合に用いるかをインフオーマント②の面接調査の結果にもとづいて検討し
(2),「精通」のしかたがどのようなものである場合に用いるかを考える(3).
1。 際 期
われわれが用法を解明しようとするのは,<Nls'y∞nndtre en N2>(<Nls'y
∞nn』К>とtn Nルのあいだに休止なし)についてである.以下に見る
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ように隣接するさまざまな表現があるが,それらは,<Nl∞nndtre N2>(<Nl
∞nndtre>とN2のあいだに休止なし)の対比項と見なすには問題がある
ので,考察範囲から除くことにする.
1。 1 <Nls'y∞m五掟>
発話者は,何についての「精通」を問題にするかが発話場面や文脈から明ら
かな場合などには,N2や<pr6p.N2>を伴なわない <Nls'y∞mtttre>の
みの発話を構成することがあるが,これは考察範囲に含めない.
また,発話者は,<Nl s'y∞nndtre>に休止つきで <pr6p.N2>をつづけ
る <Nls'y∞nndtre,p“p.N2>の表現も用いる(ns'y∞rlndt,a la musique
∞ntemporalne/dans oe domame/en musique∞nte ‐poraln 。)力ゞ,これも
考察範囲に含めない.
さらに,<N4)発p.N2>に休止つきで <Nl s'y conndtre>をつづける
<Nypttp.N2,Nls'y∞nndtre>の表現も用いる (La musique∞ntempord‐
ne/A la musique contelnportte/Dansce domalne/En musique contelnporai‐
ne,ユsν∞nndt。)力S,これも考察範囲に含めない.
1。 2 en以外の前置詞を含む <Nls'y∞Ш直機 pr6p.N2>
<Nls,∞nndtre p“pe N2>の構造 表現 (<Nls,∞nndtre>と<pttp.
Nルのあいだに休止なし)に使うことが考えられる前置詞は,en以外には a
とdansであろう.しかし,前置詞 ふを含む <Nls'y∞mdtre a N2>は,
現代フランス語では,N2が(touO"または (tou0 0elaの場合 (ns'y∞n_
ndt a(touO"ぬ(tOu0 0ela。)を除いて,ほとんど用いないようである0。 実
際,インフォー マントは,次のような発話を容認しない.
(03)士1l s,∞nndt ala musique∞ntemporalne.
また,前置詞 dansを含む <Nls'y∞nndtre darls N2>は,「領域・分
野」の意味の branche,domalne,secteurなどの場合 (Il s'y∞mdtdans“t_
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te branche/dans ce domalne/dans ce secteur.ns'y COnndt dans le domaine
de la musique contemporame。)に限られるようであるから,考察範囲に含め
ない。
1。 3 <Nly∞mdtt Y(aN2たn )>,<N2,91e∞Ш函レ
発話者は,<Nl y conndtre Y(a N2/en N2)>や<02,)Nl y∞mdtre Y>
のような表現を用いることがある (■n'y∞nndt五en(a la musique∞ntem‐
poralne/en musique∞ntemporalne).σh muSique∞ntemporalne,)ユゴy
∞nndt pas grand‐chose。)が,それは Yとして grand¨chose,que dalle,五en
などごく限られた語句を含む発話で,否定の文脈の場合が多いようだ④.それ
らは考察範囲から除く.
また,発話者は <N2,9a le∞nnd)のような表現を用いることもある(La
m6ca五que,ca me comdt。)が,非常にくだけた言葉づカヨ′ヽの口頭表現に限
られる。これも考察対象に含めない.
2。 「精通」の対象
多岐にわたる「精通」の対象について <Nl∞nndtre N2>を用いうること
は, RЁMI…GIRAUD,S。(198o,Tハ圧n‐MECZ,I.et al。(198o,Fヽυ」NCKEL,J。‐J.
et al.(1990pなどの記述からも分かる。これに対して,限られた対象を話題に
するときにしか <Nls,∞nrltttre en N2>は用いないようである.それがど
のようなものであるか,すなわち,<en N2>に現れるのがどのような名詞グ
ループであるか検討しよう.
2.1 個々のものは不可
<Nlぎy∞m出;re en N2>力S空間関係をマークしうる前置詞 enを含んで
いるからといつて,「精通」の対象が個々の土地・物理的空FH5である場合にこ
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の表現を用いることはない.たとえば,国名や個別の「国・地域・町・界隈」
を表わす N2を含む次のような発話は容認されない (<Nl∞nndtre N2>を
用いる Il∞mdtla France/ce pays/cette r6」on/cett  ville/ce quaner.やn
∞mdtson pays nata1/sa ville natale.は容認される)⑥.
(00士II S'y∞nndten France/en ce payJen cette r6」on/en Cett  vme/en
ce quartier.
(05)士Il s'y COnnttit en son pays nata1/en sa ville natale.
土地 0物理的空間に限らず,一般に,「精通」の対象が個々のものである
ときに <Nlぎy conndtre en N2>を用いることはない.たとえば,「それら
の骨董家具に精通している」や「自分の職業に精通している」を表わすときに
次のような発話を構成することはない (<Nl∞nndtre N2>を用いる Ⅱ∞n‐
ndtces meubles an“ns/ on m6詭r.は容認される)。
(00士1l S'y∞nndt en ces meubles anciens/en son m6tier.
ただし,「精通」の対象が「こ (そ)の領域 0分野」といつたものである場
合は,インフォーマントは次のような発話を容認する.
(oっ ns'y∞nndt en cette branche/en ce domaine/en la matおre/en oe
secteur.
名詞限定語を含む <en N2>を用いるのは,われわれのこれまでの調査で
は,(0つのように「領域 0分野」を話題にする場合に限るrヒうである.した
がつて,以下では名詞限定語を含まない <en Nかの場合に限つて検討する
ことにしよう.
2。 2 具体性をある程度以上そなえているもの
tn N2>に非常に抽象的で漠然としたもの,すなわち具体性が非常に低い
ものを表わす名詞が現れる (Ooのような発話については,容認するのをため
らうインフォーマントがいる。
(oO?ns'y∞nndten aren musique/en arch“logie.
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これは,具f■l性が非常に低いものを話題にすることが,くだけた言葉づかい
の日常的な口頭表現の場面にほぼ限られる⑥<Nls'y∞nntte en N2>の使用
と調和しないと感じられるためかもしれない.しかし,根本的な理由は,具体
性が非常に低いものが次の2.3で述べるような技術領域・活動分野ととらえ
にくいことに求められるであろう.実際,(Ooを容認しないインフォーマン
トも,(Oo‐(11)のように名詞に適当な修貸編吾を添えて N2が表わすものの具
f■l性を高めて (広がりを限定して)より明確な輪郭をもつ領域・分野にすると,
発話を容認するようになるのである.
(oO ns'y COnndt en artitalien.
(10 ns'y∞nndt en musiqtt dassique,enjazz et en musique∞n‐
telnportteo Tu peux luifaire coniance.
(11)C'est un arc“obgue remarquable et i s'y∞mdtp〔Jた雌 rement
bbn en arch6obgie∞
“
enne.
2。 3 技術領域 0活動分野
われわれの観察では,「精通」の対象はなんらかの意味で技術領域・活動分
野と呼べるようなものであることが多い.これに関して,PICOCHE,J.(199め
は “un etre huma■n“″ι une langue,une technique"の項目に次のよう
に記しているo163):
(¨。)dansle cas du nomざune techique,on emplole pluめtlal cumn
Sン
“
□りa売
“
qui signi■e“en avolr une bonne exp6nence".Ex."
Sン鍬 ηZ洸"ノ臣SSe五e:elle a une grande habitude de cette techni‐
que,ene y ttuss比廿ёs bねn( 。¨)
paisse山以外の技術領域・活動分野の例をいくつか示しておこう0。
(la ns'y∞nndten comptab五
“
/en cdshe/en 6∞notttn m6cam‐
que/en photo/en pddque.
(13)ユneぎy∞mdt pas en 61ectronique/en maql」lage.
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文体レベルに関しては,これらの名詞が表わすものが,上の (Ooのart,
musique,arch6ologieが表わすものに比べて実用的・実践的性格が強く,日
常的な口頭表現の場面で話題になりやすいということは言えるだろう⑥.
ここで興味深いのは言語名である.6人のインフォーマントのうち2人は
(14)を容認せず, 1人は (15)を容認しない (<Nl∞nndtre N2>の発話は
問題なく容認する).
(14)?II s,Conndt en iancais.
(15)(Dns'y COnndt en iancais de la banlieue。
これらを容認しないインフォーマントがいるのは,彼らにとって,(12),(13)
の名詞が表わすものとちがって,iancaisや缶ancais de la bar山田eが表わ
すものが抽象的で茫漠としたものとも感じられ,必ずしもひとつの技術領域・
活動分野としてとらえやすくない面をもつていることによると考えられる.
(loを容認せず (15)を容認するインフォーマントにとっては,de la ban‐
Lueという修飾語つきの 缶aЩaS de la banlieueなら iancalsが表わす
ものの範囲がそれだけはっきり限定されて,ひとつの技術領域・活動分野とし
てとらえやすくなっているのであろう.
2。 4 具象物の集合
インフォー マントによれば,「ピアノ音楽に精通している」を表わすとき,
適切な先行文脈が無い場合,<Nl s'y∞rlndtre en pianoを含む次のような
発話を構成することはない (<Nl∞nndtre b pian少を含む発話を構成する
ことはある).
(10士II S'y∞nndten piano.
(16)II s,∞nndten musique de piano.
これは,名詞 pianOが「ピアノ音楽」よりもむしろ「 (楽器としての)ピ
アノ」を表わすことが多いことからくる制約だと考えられる.
(1のは口頭表現の場面では,ふつう「 (楽器としての)ビアノに精通して
<NI s'y connttre cn N2>の用法           59
いる」の意の “11ざy conndt en pianosr'(pianosは複数形)と聞き取られて
しまう.その場合,ビアノの集合またはビアノというものが形成する領域を
pianos(複数形)で表わしているわけである。また,楽器としてのビアノを
問題にして「古いビアノに精通している」を表わすとき,次の発話は適切と判
定される.
(17)ns'y∞nndt en vleux pianos。
この場合,古いビアノの集合または古いビアノが形成する領域を vieux piaロ
nos(複数形)で表わしているわけである.
同様に,パリのナイトクラブの集合,競走馬の集合,アフリカ言語の集合と
いつたものについての「精通」を話題にする場面を想定すると,インフォーマ
ントは次のような発話を適切と判定する.
(18) ns,conn江比en bdtes de nitpa五sねn es/en chevaux(de cOurse)/
en langues a■icalnes.
他の集合の例をいくつか示しておこう0。
(10 ns,conndt en balsers a la■ancaise/en hommeJen kimonos/en
ottbrs sup6neurs/en dgnes(du daque)/en Sentimen協.
(2o llneS'y∞nndtpasen mttЮ―ordina"uryen magazlnes“inins/
en plantes m6凸にinalese
一般に,「精通」の対象が,上の (Oo―(06bで見たような個々の具象物で
はなく,ひとまとまりの集合・領域ととらえる複数の具象物であるとき,<Nls'y
∞mJtre en N2>を用いうると言えそうである。
興味深いことに,(1めの <en bol縫s de nult parlsねmes>を<en ttites
de nuit a Paris/de Paお>のように変えると,インフオーマントによっては
容認しなくなる (<en hbr山血s anglophones pansbnneya PttiJde Paris>
や tn quπttrs chauds pansien働tP面調e Parioなどについても同様).
これは,語数の多い N2が<N pr6pい● の構造をもつと,ひとまとまりの
集合・領域としてイメージしにくくなるためではないかと考えられる。
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3.「精通」のしかた
上で「精通」対象がどのようなものであるかを検討したわけだが,同じ「精
通」のしかたに <Nl∞nndtre N2>と<Nls,com」m en Nかが対応
するわけではないようだ.どのような「精通」のしかたの場合に発話者が <Nl
S,COnndtre en Nかを用いるかを考えることにしよう.
3。 1 精通主体 :対象の内部
「人がなにかに精通していること」という事態だが,よく見られるのは,人
が対象になんらかの形で近づくなり接触するなりして,「見知っている,なじ
んでいる」という段階に達する場合である.精通主体は対象を外からとらえて
いると言つてよいだろう.このような事態の概念構造には <Nl∞nndtre N2>
の統語構造がうまく対応している.
これに対して,ときには,人がある領域・分野に入つていき,そこにおいて
「ものごとがよく分かつている,詳しい,技能がある,熟達している」という
段階に達することもある.精通主体は対象を内からとらえていると言つてよい
だろう.このような事態に日常的な口頭表現の場面で言及するとき,代名動詞
se∞nndtreとしばしば空間的概念を表わす語句 y,enを含む <Nlぎy∞n―
nttК en N2>を用いることができる③.それは,この表現が「Nlがスペー
ス N2において自分自身を知っている (自分がしていることが分かつてい
る)こと」という概念構造に対応する統語構造をもつているからだと考えられ
る.このことはこの表現が <Nl se∞nndtre>と<en N2>の組み合わせに
由来するという歴史的な成立過程からも裏づけられる.たとえば,2れわ盟農
んb女痛9υθあ /a lanttθ農知鰤 θ ⑩ bert,199動によれば,すでに13世紀
には “etre∞mp6tent en N2"の意味で <Nl se∞rlndtre a N2/en N2>が用
いられていた。この <うN激狙N2>をyで受ければ <Nls'y∞nnd加3>と
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なるが,この表現における yは働きが次第に弱まつて,20世紀初頭には <Nl
s'y conn[乱re en N2>においても過剰な要素とは感じられなくなったようだ。
実際,現代フランス語に関して,ル,aリガ」助め6麗は次のように記している :
Cette locutbn verbale卜S/m閉′冽 ,qul宙ent de“ω閉′λ“
´
(qqCh.),est devenue un verbe ot la particule/n'est plus analysable
⑩n peut en eretle construre avec α2:sレα%口′力じ“
pぬιの .
また,HANSE,J。(1983)も次のように記している●.263):
On ne sent plus et on admetle pttonasme dans“sンα筋口山 eθピ.
3。 2 「精通」のしかたと対象
上で見たように,<Nls'y∞nndtre en N2>という表現は「Nlがスペース
N2において自分自身を知つている」を原義とする一種の空間的メタファーと
見なせるわけだが,ここではそのことを踏まえて,上の2で検討した「精通」
の対象を見直してみよう。
2。 1では,対象が個々の土地・物理的空間や個々の事物の場合には <Nls'y
∞nndtre en N2>を用いることがなく,「こ (そ)の領域・分野」といつた
スペースの場合には用いうることを見た。それは,一つにはこの表現がもつぱ
らメタファーとして機能するものであることによると考えられる。しかし,根
本的には,人は土地・物理的空間や個々の事物を「 (特定の技術領域・活動分
野において)ものごとがよく分かつている,詳しい,技能がある,熟達してい
る」といつた意味の「精通」の対象とはしないということによつて説明される
であろう.
2。 2では,対象が非常に抽象的で漠然としたものである場合に <Nl s,
∞nndtre en Nンの使用をためらうフランス語話者がいることを指摘した。
そして,そのことを,この表現が日常的な口頭表現の場面に1吉びついていると
いう文体的要因によって説明する可能性を示唆した.しかし,N2を一つのス
ペースとして喚起するメタファーとして機能するためには,つまり,N2カS技
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術領域 0活動分野ととらえられるためには,当然,「スペース N2」が具f■l性
をある程度以上そなえ,明確な輪郭をもつていなければならないという事情が
あると考えられる。
2。 3では,対象がなんらかの意味で技術領域・活動分野と呼べるようなも
のである場合に <Nls'y∞nndtre en N2>(N2は領域・分野を表わす名詞単
数形)を用いることを見た.これがこのメタファーを用いる典型的な場合であ
ろう.
2。 4では,対象が具象物の集合の場合にも <Nlぎy∞mdtreen N2>(N2
の名詞は複数形)を用いうることを指摘した。この場合も,発話者はそれら具
象物の集合をやはりなんらかの意味でひとつの技術領域・活動分野ととらえて
いる。つまり,「対象がなんらかの意味で技術領域 0活動分野と呼べるような
ものである場合」のヴアリエーションと見なすことができ,このメタファーを
用いることが自然な行為となるのである.
4. IBオ)りに
「人がなにかに精通していること」という事態にもいろいろあるが,多岐に
わたる対象に近づくなり接触するなりして外からとらえる場合はしばしば
<Nl∞nnttre Nルを用いる (この表現は,くだけた言葉づかいの場面から
あらたまつた言葉づかいの場面まで幅広く用いうる).
これとはちがつて,主体 Nlが「スペース N2」の内部に身をおいて,そ
こで自然にのびのびと振る舞う,対象 N2をそれだけしっかり自分のものに
しているというような場合は <Nls'y∞m』膿鴻n N2>を用いる (くだけた
言葉づかいの場面に限る)。 すなわち,<Nl s,∞nndtre en N2>を用いる
ときは,主体 Nlが「精通する」という事行にコミットする度合いが高いと
言えるだろう。これには,enが二つのものが一体となる関係の表示に適して
いることも関わつている.そして,何よりも,<se動詞>がi血plica伍On forte
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を表わす形式であることが作用している。0。
bien,un peuその他の程度副詞の使用に関する <Nl∞nndtre N2>との
対比も, 1で概観したような隣接表現との比較対照も,本稿では行なう余裕が
なかつた.稿をあらためて論じることにしたい.
士フランス語学のメーリングリストFrencЫhgの討論がこのノートを書く
きっかけとなった。また,西村牧夫氏 (西南学院大学),Oh宙er B士marln氏
(関西学院大学)との議論は非常に有益であつた.Frerlchlingの討論参加
者と両氏に感謝の意を表わしたい.
注
1.発話者はこれらの表現にしばしば bねn,un peuのような程度の副詞を添
えるが,これについては論じない。
2.インフォーマントは高学歴のフランス人6人.
3.ただし,HANSE,J.(1983)には “′
“
滋宙dLt"とある.また,022ご
加 口6畿〕E凛ァ北p剣均υθ(1960-6→は <Nls'y∞mdtre a N2>につ
いて ヽ0上"と記している。
4.西村牧夫氏の指摘 (F‐ling 1803,1997.07.08).ただし,肯定の文脈の次
の発話をインフォーマントはほぼ容認する :(Dl」ean_Marc a bngtemps
発cu a Las Vegas.]1■S団
"S de nu■
tam6血aines,ユy∞nndt quelque
chose.ぐ■en∞Шdt quelque chOse"は問題なく容認する)
5。 (00,05)はenをdansに変えても容認されない。
6.DuPRЁ,P。(197動は “(".)Ene『h forme sレω 囲励 司 garde un ton
b r゛ement hmmeノと記している●.500。あらたまつた言葉づかいの
場面にほぼ限られる <en指示形容詞N>を含んでいる上の (0つも en
を dansに変えて ns'y∞nndt dans cette branche/dans oe domame/
8.
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dans ce secteur.とするとより自然な発話になるようだ.また,一般に,
<Nls'y∞nndtre en N2>の発話にくだけた言葉づかいの場面で多用す
る dr6bmentやvachementを添えると容認度が高まり,反対に,あ
らたまつた表現である fort bねnを添えると容認度が下がるという事実
もある.
7.Frencmngでの討論の際に西村牧夫氏が提供したデータ (IFh¨ng 1803],
1997。07。08)も参考にした。
もちろん,これらの名詞の中には多義的なものもあるので問題は単純では
ない。たとえば m競niqueは,たしかに自動車修理を話題にするとき
は (12)のように <Nls,∞nrldtre en N2>の発話で用いることが多い
が,力学・機械工学を話題にするときはむしろ <Nl∞mttК N2>の発
話で用いることが多いといったぐあいである.
あらたまつた言葉づかいの場面で言及するときは,<N16t腱∞m"tenザ
expeJfort/habk)en N2>,<Nl avolr de la∞mp6tence en N2>などを
用いる.
10。このことは,ある動詞とそれに seを加えた代名動詞が類義語のペアを
形成する場合 (ex.apprOcher,ぎapp ocher)について広くあてはまると
思われる。
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